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住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
消
防
法
の
改
正

に
よ
り
、
新
築
の
住
宅
は
既
に
平
成
18
年
6

月
1
日
か
ら
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
既
存
の
住
宅
に
つ
い
て
は
上
野
原
市
火

災
予
防
条
例
に
よ
り
、
平
成
23
年
6
月
1
日

か
ら
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

総
務
省
消
防
庁
の
資
料
に
よ
る
と
、
平
成

21
年
3
月
時
点
で
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
普

及
率
の
推
計
結
果
は
、
上
野
原
市
で
は
22
％
、

山
梨
県
全
体
で
は
20
・
8
％
と
、
依
然
と
し

て
低
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

付
け
る
の
？

住
宅
火
災
は
就
寝
時
間
と
夕
食
の
準
備
時

間
に
発
生
す
る
割
合
が
多
く
、
特
に
就
寝
中

の
火
災
は
気
が
つ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
ま

た
住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の
う
ち
、
約

6
〜
7
割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
火
災
の
早
期
発
見
を

知
ら
せ
、
生
命
・
財
産
を
守
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
種
類
は
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
次
の
2
種
類
が
あ

り
ま
す
。

●
煙
感
知
式

煙
が
警
報
器
に
入
る
と
知
ら
せ
て
く
れ
ま

す
。

●
熱
感
知
式

警
報
器
の
周
辺
温
度
が
一
定
以
上
に
な
る

と
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

全国消防イメージ
キャラクター「消太」

※
天
井
に
付
け
る
タ
イ
プ
と
、
壁
に
か
け
る

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
煙
感
知
式
の
設
置
を
し
ま
す

が
、
台
所
な
ど
、
調
理
に
伴
う
煙
・
蒸
気
等

が
発
生
す
る
場
所
で
は
熱
感
知
式
警
報
器
の

設
置
を
勧
め
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

ど
こ
で
買
え
る
の
？

購
入
時
や
購
入

後
の
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
た
め
に
も
、

信
頼
の
お
け
る
市

内
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
販
売
店
や

取
扱
店
、
ホ
ー
ム

火災から大切な生命・財産を守るために

住宅用火災警報器は
設置しましたか？

平成23年6月1日から設置が義務付けられます

▲煙感知式▲熱感知式

Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク

▲
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セ
ン
タ
ー
等
で
購
入
し
、
必
ず
「
Ｎ
Ｓ
マ
ー

ク
」
が
つ
い
て
い
る
警
報
器
を
購
入
し
ま
し

ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

●
2
階
建
て
の
家
の
場
合

寝
室
・
階
段
に
は
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。
居
室
・
台
所
に
は
設
置
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
設
置
を
勧
め
て
い
ま
す
。

●
平
屋
建
て
の
家
の
場
合

寝
室
に
使
用
す
る
部
屋
に
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。

取
付
方
法
は
？

天
井
や
壁
に
ね
じ
な
ど
で
固
定
し
取
り
付

け
ま
す
。
電
池
式
の
警
報
器
は
取
り
付
け
る

た
め
の
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自

分
で
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

設
置
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
？

作
動
す
る
か
定
期
的
に
点
検
し
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

・
本
体
の
ひ
も
を
引
い
た
り
、
ボ
タ
ン
を
押

し
た
り
し
て
作
動
す
る
か
点
検
で
き
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

・
電
池
式
の
も
の
は
電
池
が
無
く
な
る
と
、

光
で
知
ら
せ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

・
警
報
器
は
10
年
を
め
ど
に
機
器
の
交
換
を

勧
め
て
い
ま
す
。

※
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
は
、
機
種
に
よ
り
異

な
り
ま
す
の
で
、
取
扱
説
明
書
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を

「
消
防
署
か
ら
の
依
頼
で
取
り
付
け
に
来

た
」や「
こ
の
警
報
器
で
な
い
と
ダ
メ
」な
ど

と
強
引
に
購
入
を
勧
め
る
業
者
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
消
防
署
が
販
売
を
行
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
不
審
に
思
っ
た

ら
、
購
入
前
に
消
防
本
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

住
宅
火
災
予
防
の
切
り
札
で
す

火
災
は
自
分
の
思
い
も
よ
ら
な
い
場
所
で

発
生
し
ま
す
。
火
を
使
用
し
な
く
て
も
電
気

に
よ
る
火
災
も
発
生
し
ま
す
。

も
し
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

「
火
災
が
起
き
た
ら
？
」と
思
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？
。「
自
分
の
家
は
大
丈
夫
。」、「
う

ち
は
、
火
の
取
扱
い
に
は
注
意
し
て
い
る
か

ら
関
係
な
い
。」と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

火
災
は
み
な
さ
ん
の
大
切
な
「
家
、
財
産
、

思
い
出
」
そ
し
て
「
生
命
」
ま
で
も
奪
う
大

変
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
、
ま
た
、
少
し

で
も
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
火
災
の
発

生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
予
防
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

■設置義務のある場所
●すべての寝室
●階段
※義務のない場所でも、台所・居室・子ども部屋など、気
になるところに設置してください。

設 置 場 所

壁
掛
け
の
場
合

天
井
設
置
の
場
合



対象年齢（生年月日）

子
宮
頸
が
ん

検
　
　
　
診

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
す

上
野
原
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画（
案
）
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市
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
発
生
に
対
応
す
る
た
め
、「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計

画（
案
）」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
計
画（
案
）は
、
長
寿
健
康

課
、
秋
山
支
所
お
よ
び
各
出
張
所

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
計
画（
案
）に
つ
い
て
、
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
広
く
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

◆
趣
旨

国
・
県
が
策
定
し
た
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
を
踏

ま
え
、
市
と
し
て
実
施
す
べ
き
具

体
的
対
策
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
保
健
所
・
警
察
・
消
防
等
の

関
係
行
政
機
関
や
市
内
医
療
機
関

等
と
連
携
し
た
訓
練
の
実
施
等
に

よ
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発

生
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
し
、

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保

を
目
指
す
も
の
で
す
。

◆
募
集
期
間

8
月
24
日（
月
）〜
9
月
24
日

（
木
）ま
で

◆
提
出
方
法

持
参
、
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
ご
意
見
は
お
受
け
し

て
い
ま
せ
ん
。

◆
提
出
先

・
直
接
持
参
、
郵
送
の
場
合

〒
4
0
9
―

0
1
9
2
上
野
原

市
上
野
原
3
8
3
2
上
野
原
市

役
所
長
寿
健
康
課
保
健
担
当

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合

蕭
20
―

5
5
2
5

・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

chojyu@
city.uenohara.lg.jp

《
留
意
事
項
》

・
意
見
等
の
提
出
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
お
よ
び
市
役
所
長
寿
健

康
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
秋
山

支
所
、
各
出
張
所
に
用
意
し
て

あ
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
意
見
等
提
出
用
紙
」
の
様
式

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

他
の
様
式
で
提
出
さ
れ
る
場
合

は
、
提
出
さ
れ
る
方
の
住
所
・

氏
名（
法
人
に
あ
っ
て
は
名
称

お
よ
び
所
在
地
）、
電
話
番
号
、

連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

・
意
見
提
出
の
際
は
日
本
語
で
お

願
い
し
ま
す
。
他
の
言
語
で
提

出
す
る
場
合
は
、
日
本
語
訳
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
意
見
等
の
提
出
の
際
に
記
入
さ

れ
た
住
所
・
氏
名
等
の
個
人
に

関
す
る
情
報
は
公
開
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
他
の
目
的
で
使
用

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。

・
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
内
容
ご
と
に
整
理
し
た
う

え
で
、
市
の
考
え
方
と
と
も
に

公
表
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当（
蕁
62
│

4
1
3
4
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制

度
と
は
、
市
の
基
本
的
な
計
画

や
施
策
な
ど
を
策
定
す
る
過
程

に
お
い
て
公
表
し
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
広
く
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
市
は
提
出
い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら

施
策
等
を
策
定
し
て
い
く
制
度

で
す
。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事

業
は
、
市
が
実
施
す
る
が
ん
検
診

に
お
い
て
次
の
表
の
年
齢
に
達
し

た
女
性
に
対
し
、
子
宮
頸
が
ん
検

診
お
よ
び
乳
が
ん
検
診
の
受
診
促

進
に
よ
る
が
ん
の
早
期
発
見
と
、

正
し
い
健
康
意
識
の
普
及
啓
発
お

よ
び
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

●
対
象
者

平
成
21
年
6
月
30
日

現
在
で
市
に
住
民
登
録
さ
れ
、

平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
の
年

齢
が
上
記
対
象
年
齢
の
方

●
事
業
の
内
容

①
検
診
費
用
が
無
料
と
な
る
「
が

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
の

配
布

②
検
診
手
帳
の
配
布

※
対
象
者
に
は
10
月
上
旬
ま
で
に

検
診
手
帳
、
ク
ー
ポ
ン
券
、
受

診
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

●
検
診
機
関

こ
の
事
業
は
健
康

増
進
法
に
基
づ
き
市
が
行
う
が

ん
検
診
が
対
象
で
す（
市
が
行

う
1
日
人
間
ド
ッ
ク
も
該
当
に

な
り
ま
す
）。

※
職
場
で
検
診
を
受
け
た
方
に
つ

い
て
は
補
助
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

※
現
在
、
9
月
〜
10
月
に
実
施
予

定
の
検
診
受
診
者
を
再
募
集
し

て
い
ま
す（
9
ペ
ー
ジ
の
保
健

だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
対
象
者

も
受
診
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当（
蕁
62
―

4
1
3
4
）

20歳（昭和63年4月2日～平成元年4月1日生）
25歳（昭和58年4月2日～昭和59年4月1日生）
30歳（昭和53年4月2日～昭和54年4月1日生）
35歳（昭和48年4月2日～昭和49年4月1日生）
40歳（昭和43年4月2日～昭和44年4月1日生）
40歳（昭和43年4月2日～昭和44年4月1日生）
45歳（昭和38年4月2日～昭和39年4月1日生）
50歳（昭和33年4月2日～昭和34年4月1日生）
55歳（昭和28年4月2日～昭和29年4月1日生）
60歳（昭和23年4月2日～昭和24年4月1日生）

乳
が
ん
検
診

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業

検診名
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日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種

に
関
す
る
お
知
ら
せ

江
口
市
長
就
任
後
、
こ
れ
ま
で

2
回
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
が
行
わ

れ
、
合
計
8
組
16
名
の
方
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
時
間
内
で
は
話
し

き
れ
な
い
ほ
ど
、
多
く
の
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

《
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
で

話
さ
れ
た
主
な
内
容
》

◆
廃
校
と
な
っ
た
校
舎
の
再
利
用

に
つ
い
て

秋
山
地
区
の
旧
桜
井
小
学
校
で

は
、
帝
京
科
学
大
学
の
学
生
が
地

域
の
子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
教
室
を
開
催
し
て
い

る
。
今
後
は
、
地
域
の
お
年
寄
り

に
講
師
に
な
っ
て
も
ら
い
、
昔
な

が
ら
の
遊
び
な
ど
を
提
供
し
た

り
、
高
校
生
と
の
交
流
を
し
た
り

し
て
い
き
た
い
。

《
市
長
》

廃
校
の
跡
地
利
用
は
今
後
の
検

討
課
題
と
し
て
考
え
て
い
る
。
棡

原
・
西
原
・
大
目
地
区
で
中
学
校

が
廃
校
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
廃
校
利
用
に
つ
い
て
は
教
育
委

員
会
を
中
心
と
し
て
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
利
用
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。

◆
活
発
な
観
光
行
政
の
推
進
を

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
上
野
原
駅
に

は
タ
ク
シ
ー
が
行
列
と
な
っ
て
止

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
市
に
と
っ

て
非
常
に
損
を
し
て
い
る
と
思

市民のみなさんと市長との
ふれ愛トークを開催しました

う
。
駅
前
に
は
土
地
が
な
く
開
発

が
難
し
い
の
は
分
か
る
が
、
訪
れ

た
観
光
客
や
市
外
に
観
光
情
報
を

Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
、
観
光
協
会
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
観
光
行
政
の
推

進
に
目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い
。

《
市
長
》

市
に
は
す
ば
ら
し
い
社
会
資
源

が
眠
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
掘
り
起

こ
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
今
後

は
観
光
や
地
域
の
活
性
化
に
結
び

つ
く
よ
う
な
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
く
。
市
内
に
あ
る
市
民
農
園
を

さ
ら
に
活
用
す
れ
ば
、
都
心
の
人

が
二
地
域
居
住
す
る
こ
と
も
可
能

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

上
野
原
駅
周
辺
開
発
に
つ
い
て

は
委
員
会
の
中
で
検
討
し
て
い

く
。こ

の
他
、
情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
教
育

に
関
す
る
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
ご

意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
中
で
、
直
ち
に
対
応
で

き
る
も
の
は
実
行
し
、
長
期
的
な

計
画
が
必
要
な
も
の
は
、
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
参
考
に
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

8
月
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

8
月
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
は
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。
予
約
制
で
す

の
で
事
前
に
電
話
・
メ
ー
ル
等
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

8
月
25
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

●
方
法

お
一
人
ま
た
は
一
組

（
5
人
程
度
）を
対
象
と
し
ま
す
。

対
話
時
間
は
お
お
む
ね
20
分
と

し
ま
す
。

●
場
所

市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
8
・
蕭
62
―

5
3
3
3
）

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

は
、
従
来
か
ら
の『
マ
ウ
ス
脳
由

来
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
』
に
加
え
、

平
成
21
年
6
月
か
ら『
乾
燥
細
胞

培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
』が
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
マ
ウ
ス
脳
由
来
日
本
脳
炎
ワ
ク

チ
ン

こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
用
い
て
の
接

種
は
、
平
成
17
年
5
月
30
日
に

厚
生
労
働
省
か
ら
出
さ
れ
た

『
接
種
勧
奨
の
差
し
控
え
』
が
、

現
在
も
ひ
き
続
き
継
続
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク

チ
ン

今
夏
ま
で
の
供
給
予
定
量
が
定

期
接
種
対
象
者
全
員
の
必
要
量

に
満
た
な
い
こ
と
や
安
全
性
の

確
認
等
の
観
点
か
ら
、
こ
の
ワ

ク
チ
ン
を
用
い
て
の
接
種
勧
奨

も
差
し
控
え
て
い
ま
す
。

《
注
意
事
項
》

①
引
き
続
き
接
種
勧
奨
を
差
し
控

え
て
い
ま
す
の
で
、
予
診
票
等

の
個
別
送
付
は
し
ま
せ
ん
。
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
説
明
を
し

て
か
ら
予
診
票
を
配
付
し
ま
す

の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
新
し
い
ワ
ク
チ
ン（
乾
燥
細
胞

培
養
ワ
ク
チ
ン
）は
現
時
点
で

は
1
期
の
み
の
使
用
と
な
り
ま

す
。

③
接
種
が
完
了
し
な
い
で
定
期
接

種
の
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
し
ま

っ
て
い
る
方
等
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
に
お
い
て
は
定
期
の
予

防
接
種
と
し
て
は
取
り
扱
え
ま

せ
ん
。

※
た
だ
し
厚
生
労
働
省
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
量
等
を
考
慮
し
た

う
え
で
、
平
成
22
年
度
以
降
あ

る
一
定
の
期
間
、
経
過
措
置
と

し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
つ

い
て
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

に
係
る
Ｑ
＆
Ａ
」
に
も
詳
し
い
情

報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
》

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/qa/

kenkou/nouen/

詳
細
は
保
健
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当（
蕁
62
│

4
1
3
4
）
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山
梨
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

推
進
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

御
牧
戸
山（
鳥
井
立
）に
あ
る
秋
山
テ
レ
ビ

中
継
所
か
ら
、
9
月
28
日
に
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

秋
山
中
継
局
の
放
送
エ
リ
ア
と
放
送
局
名

は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
に
は
、

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

対
応
し
た
受
信
機
が
必
要
で
す
。

な
お
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）

で
受
信
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ご
契
約
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
者
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

放送
局名
ＮＨＫ
総合（甲府）
ＮＨＫ
教育（甲府）
山梨
放送
テレビ
山梨

周波数

15ｃｈ

13ｃｈ

17ｃｈ

14ｃｈ

リモコン
番号

1

2

4

6

秋山中継局サービスエリア

秋山中継局

※
エ
リ
ア
内
で
あ
っ
て
も
、
地
形
や
ビ
ル
陰
等
に
よ
り
電
波
が
遮

ら
れ
る
場
合
な
ど
は
視
聴
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

児童扶養手当現況届・ひとり親家庭医療費受給資格更新
申請書は、受給者の前年の所得状況、生活状況等を確認す
るために必ず提出していただくものです。
現在、これらの手当を受給している方（支給停止者等を

含む）は、期限までに忘れずに提出してください。提出を
忘れると8月分以降の手当等が受けられませんのでご注意
ください。
なお、児童扶養手当現況届・ひとり親家庭医療費受給資
格更新申請書は、受給者全員に郵送しています。
●提出期限 8月31日（月）
●提 出 先 福祉課子育て支援担当
●注意事項
・提出時に審査を行いますので、必ず受給者本人が提出し
てください。
・支所、各出張所への提出、また郵送による提出はできま
せん。
※これらの手当を受けていない方で支給要件に該当する方
は、早めに手続きをしてください（所得制限などがあり
ますので、詳しくはお問い合わせください）。
●問い合わせ 福祉課子育て支援担当（蕁62―3115）

全国消費実態調査は、5年ごとに全国的に行われ
る基幹統計調査で、本年9月から11月までの3か月
間にわたり実施します。
この調査は、国民の暮らし向きを、家計の所得・
消費・資産の3面から総合的に把握することを目的
として、全国の世帯から統計的な方法に基づいて選
定された世帯を対象に行われます。
調査結果は、国や地方公共団体の各種経済・社会
施策などの企画・立案や、研究機関などで行う消
費・経済分析の貴重な基礎資料となります。
統計調査により集められた個人情報は統計法によ
り保護されますので、調査員がお伺いした際には、
調査の趣向をご理解いただき調査票への記入をお願
いします。
●問い合わせ 企画課政策推進担当（蕁62―3118）

●
問
い
合
わ
せ

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局

（
蕁
0
5
5
―

2
2
2
―

1
3
8
0
）

http://w
w
w
.nhk.or.jp/kofu/

○
山
梨
放
送（
Ｙ
Ｂ
Ｓ
）

（
蕁
0
5
5
―

2
3
1
―

3
2
2
6
）

http://w
w
w
.ybs.ne.jp/

○
テ
レ
ビ
山
梨（
Ｕ
Ｔ
Ｙ
）

（
蕁
0
5
5
―

2
3
2
―

1
1
5
0
）

http://w
w
w
.uty.co.jp/

総 務 省 統 計 局
山梨県（上野原市）

児童扶養手当現況届・ひとり親家児童扶養手当現況届・ひとり親家庭
  医療費受給資格更新申請書の提出  医療費受給資格更新申請書の提出
児童扶養手当現況届・ひとり親家庭
  医療費受給資格更新申請書の提出

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

     
     

秋
山
中
継
局
か
ら
放
送
開
始

秋
山
中
継
局
か
ら
放
送
開
始

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

     
秋
山
中
継
局
か
ら
放
送
開
始



月曜日
両角・外間
進藤・前田

非常勤小児科医交替

長坂
高橋

高橋
柴垣
鶴野

地場

小林
※3
※4
※5

7 広報うえのはら　平成21年8月号　　　　　

M字型就労構造

男女共同参画社会基本法が制定されて今年は10年目で
す。この間、条例の制定や計画の策定などが国や地方公
共団体で行われてきました。基本法の基本理念について
は、一定の前進は見られるものの、多くの課題を残して
いるということが、政府の『白書』で述べられています。

グラフは、女性の年齢階級別労働力率の国際比較（総
務省統計・ＩＬＯ統計より作成）です。日本・韓国とド
イツ・スウェーデンとを比べるとはっきり形の違いがわ
かります。
日本と韓国は、30歳代から40歳代にかけて、労働力率
が下がっています。ちょうどＭ字型になっています。こ

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.36

の時期は、結婚・子育ての時期と重なっています。この
ごろは聞かれなくなりましたが、以前は「結婚退職」
「出産退職」が当たり前の状況でした。男女雇用機会均
等法などによって、言葉では聞かれなくなりましたが、
実態はそれほど改善されていないのが現状です。
家事・育児がまだまだ女性の重荷になっている現実が
残っているからこそ、法律上は対等になったといっても、
Ｍ字型就労構造が変わっていないのです。
「子育ては母親がやるのは当たり前」という風潮がま
だまだ残っています。「母性本能」があるからというこ
とも公然と言われています。
人間の場合、「本能」で行動することは、極めてまれ

です。「本能」を知的な力で抑制することができたから
こそ、他の動物と比べて何の能力もない人間が生き延び
ることができたのです。人間に近い類人猿も、子育ては
学習で身につけてきました。生まれたばかりのメス猿を
集団から引き離して育て、長じてから出産すると、自分
の子を見て怖がり、逃げ回ります。猿ですら、「本能」
ではなく、「学習」で子育ての方法を獲得するのです。
「子育ては母親が」というのも学習によって獲得した
ものです。父親も子育てに参加する必要があることも学
習で獲得することができるということです。
（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62ｰ3117）

金曜日
両角・毛利
村田・井上

非常勤小児科医交替

長坂
細川

細川
川村

井山・須田

松岡
水上

非常勤内科医交替

診療時間

午前

午前
午後
午前
午前
午後
午前

午前/午後
午前

午前

午前/午後
午前/午後
午前
午前
午後

診療科（所）

内科

小児科
小児心臓外科
脳神経外科
外科
胸部外科

肛門科（外科併任）
皮膚科
整形外科

眼科

耳鼻咽喉科
泌尿器科
西原診療所

秋山診療所

《上野原市立病院　8月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）
火曜日
櫻林・村田
石井・津久井大

赤羽

長坂
吉田

吉田

鶴野

前田

水曜日
両角・津久井大
二階堂・※1
海野

長坂
吉田

吉田

戸島・須田

間渕

森山
長尾

前田

木曜日
津久井由・瀧山
津久井大・村田

喜瀬
戸田（予約第1週）

※2
高橋

平良（予約）
高橋

大野（予約：第
2・3・4週）

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 内科水曜日は、両角・津久井大・二階堂医師の他に、第3・4週は非常勤内科医が診療を行います。
※2 脳神経外科の木曜日は、黒田・金丸・川瀧・仙北谷医師が交替で診療を行います。
※3 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※4 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が津久井大医師、第2・4週が村田医師が診療を行います。
※5 秋山診療所の月曜日（午後）は、第1・3週が小池医師、第2・4・5週が櫻林医師が診療を行います。
※表は7月27日現在の予定です。診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。

女
性
の
年
齢
階
級
別
労

働
力
率
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●
甲
東
地
区

Ｊ
Ａ
ク
レ
イ
ン
甲

東
支
店

●
巌
地
区

ス
ー
パ
ー
公
正
屋
し

お
つ
店
、
Ｊ
Ａ
ク
レ
イ
ン
巌
支

店
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
コ
モ
ア
、

ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
上
野
原

店
、
ひ
う
が
四
方
津
店

●
大
鶴
地
区

大
鶴
出
張
所
、
吾

妻
神
社

●
島
田
地
区

Ｊ
Ａ
ク
レ
イ
ン
島

田
支
店
、
上
新
田
防
災
庫
、
新

田
水
防
会
館

●
上
野
原
地
区

市
役
所
前
庭
、

グ
ル
メ
シ
テ
ィ
上
野
原
店
、
ス

ー
パ
ー
公
正
屋
上
野
原
店
、
オ

ギ
ノ
上
野
原
店

●
棡
原
地
区

Ｊ
Ａ
ク
レ
イ
ン
棡

原
支
店

●
西
原
地
区

西
原
出
張
所

●
秋
山
地
区

秋
山
支
所
、
給
食

セ
ン
タ
ー
、
旧
桜
井
小
学
校

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ラ
ベ
ル
に

「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
も
の
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

卵
の
容
器
な
ど
は
回
収
で
き
ま

せ
ん
。
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
を

取
り
、
中
を
ゆ
す
ぎ
、
つ
ぶ
し

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ト
レ
ー

ラ
ッ
プ
な
ど
を
取
り

除
き
、
洗
っ
て
乾
か
し
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
蕁
63
│

5
3
5
3
）

平
成
20
年
度
の
上
野
原
市
の

ご
み
の
量

昨
年
度
の
収
集
お
よ
び
持
込
み

ご
み
の
量
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
収
集（
カ
ッ
コ
内
は
平
成
19
年

度
の
量
）

・
可
燃
ご
み

6
2
0
6
ト
ン

（
6
4
9
2
ト
ン
）

・
カ
ン

2
0
0
ト
ン（
2
1
1

ト
ン
）

・
ビ
ン
、
ガ
ラ
ス

3
6
5
ト
ン

（
3
8
0
ト
ン
）

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ト
レ
ー

35

ト
ン（
34
ト
ン
）

・
資
源
ご
み

8
6
9
ト
ン（
7

1
9
ト
ン
）

・
粗
大
ご
み

16
ト
ン（
19
ト
ン
）

■
合
計

7
6
9
0
ト
ン（
7
8

5
5
ト
ン
）

◆
持
込
み（
カ
ッ
コ
内
は
平
成
19

年
度
の
量
）

・
可
燃
ご
み

2
5
2
6
ト
ン

（
2
6
2
9
ト
ン
）

・
カ
ン

8
ト
ン（
15
ト
ン
）

・
ビ
ン
、
ガ
ラ
ス

69
ト
ン（
66

ト
ン
）

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ト
レ
ー

1

ト
ン
未
満（
3
ト
ン
）

・
長
物
鉄

29
ト
ン（
67
ト
ン
）

・
資
源
ご
み

1
3
7
ト
ン（
1

8
4
ト
ン
）

・
粗
大
ご
み

2
7
5
ト
ン（
2

7
4
ト
ン
）

◆
合
計

3
0
4
5
ト
ン（
3
2

3
8
ト
ン
）

平
成
14
年
度
に
ご
み
の
総
量
が

1
万
2
1
1
9
ト
ン
で
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
そ
の
後
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、
資

源
ご
み
の
分
別
収
集
に
協
力
を
い

た
だ
い
た
成
果
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
可
燃
ご
み
を
減
少
さ

せ
る
た
め
に
、
今
後
は
可
燃
ご
み

に
混
在
さ
れ
る
資
源
ご
み
の
分
別

排
出
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ

く
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ト
レ
ー
、

紙
製
容
器
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
の
分
別
排
出
に
つ
い
て
も
、
排

出
し
や
す
い
条
件
作
り（
拠
点
回

収
場
所
の
増
設
等
）に
努
め
て
い

き
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ト
レ
ー
は

拠
点
回
収
し
て
い
ま
す

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ト
レ
ー
の
回

収
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
大
目
地
区

大
目
出
張
所
、
犬

目
公
民
館

元
気
い
き
い
き
教
室

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き

と
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、「
元
気
い
き
い
き
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
し
、
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以

上
の
方
。

●
内
容

足
腰
等
の
運
動
や
、
口
腔
・
栄

養
指
導
な
ど
。

●
開
催
日
時
・
場
所

《
上
野
原
・
金
曜
日
コ
ー
ス
》

・
9
月
11
日（
金
）か
ら
毎
週
金
曜

日（
計
12
回
実
施
）

◆
時
間

午
前
10
時
〜
正
午

◆
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

※
主
に
特
定
高
齢
者（
介
護
予
防

を
重
点
的
に
行
う
必
要
の
あ
る

高
齢
者
）を
対
象
と
し
ま
す
。

《
秋
山
・
火
曜
日
コ
ー
ス
》

・
9
月
8
日（
火
）か
ら
毎
週
火
曜

日（
計
12
回
実
施
）

◆
時
間

午
前
11
時
〜
午
後
1
時

◆
場
所

秋
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
※
主
に
一
般
高
齢
者
を
対
象
と
し

ま
す
。

※
昼
食
代
が
か
か
り
ま
す
。

●
参
加
に
関
す
る
注
意
点

・
原
則
週
1
回
、
3
か
月
間
事
業

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
参
加
費
は
無
料
で
す
。

・
今
年
度
初
め
て
申
込
み
を
す
る

方
は
、
保
険
料
と
し
て
800
円
か

か
り
ま
す
。

●
申
込
方
法

長
寿
健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当

ま
た
は
秋
山
支
所
に
印
鑑
と
保

険
料
を
持
参
の
う
え
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切

8
月
14
日（
金
）午
後
5
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
―

4
1
3

3
）



問い合わせ・申込み

055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

実施機関

クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

★乳幼児健診（8/1～9/10までの予定）

◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

★すこやか健康相談（8/1～9/10までの予定）

※血糖値が高く糖尿病が気になる方で健康相談を
希望される場合は、電話等で前日までにご連絡
ください。当日は空腹時の血糖を測定するため、
朝食は食べないようにしてください（湯茶は可）。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等のご都合のつかない方は、保健担当へお
問い合わせください。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。
◎申 込 み 長寿健康課保健担当（62－4134）へお申

込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

8月14日（金）
保健センター（勤労青少年ホーム）

実 施 日
場 所
受付時間

対 象 者

内 容

持 ち 物

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 8月24日（月）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者
※保健担当へ電話でお申し込みください。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み 受診希望日の1か月前までに、各実施
機関に直接お申込みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち
物など、詳細は各施設へお問い合わせください。

★各種健康診査再募集のお知らせ
①生活習慣病予防・介護予防健診
10月3日（土）、4日（日）、5日（月）、6日（火）
②婦人科検診
9月16日（水）、17日（木）、18日（金）
③レディース検診 10月1日（木）
◎申込締切 8月18日（火）まで
◎申込方法 各種健診申込用紙を保健担当へ提出

してください。
※対象者が健診の種類によって異なります。また
再募集のため、日によって募集人員が異なりま
すので、必ず電話でお問い合わせのうえ、お申
込みください。

★予防接種には保護者の同伴が必要です
定期予防接種を受ける場合、保護者の同伴が必要
ですが、特段の理由で同伴が無理な場合は、お子さ
んの健康状態を普段から熟知する親族等の方が同伴
することが可能です。ただし、この場合予診票の他
に「委任状」の提出が必要になりますので、事前に
保健担当へご連絡ください。
※保護者とは、子の親権を有する人になるため、
父母が親権をとっている場合は、同居している
祖父母の方でも委任状が必要です。

送迎

一部あり

一部あり

なし

健康手帳（持ってない方には当日交付します）

午前9：45～10：00
市内に住民登録のあ
る方で血糖値が高く
糖尿病が気になる方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定、血糖検査等

午前10：30～11：15
市内に住民登録のあ
る方で健康相談を希
望する方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定等

9 広報うえのはら　平成21年8月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

8 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

3～4か月児
9～10か月児
1歳6か月児

3 歳 児

該当児
平成21年3月16日～4月生
平成20年10月～11月15日生
平成20年1月16日～2月生
平成18年2月16日～3月生
平成18年4月～5月15日生

実施日
8月 7日（金）
8月25日（火）
9月10日（木）
8月 3日（月）
9月 7日（月）



越
し
く
だ
さ
い
。

●
9
月
以
降
の
講
習
日（
予
定
）

9
月
26
日（
土
）、
10
月
17
日

（
土
）、
11
月
14
日（
土
）

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
2
）

成
人
式
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す

◇
記
念
す
べ
き
成
人
式
を
自
分
達

の
手
で
運
営
し
て
見
ま
せ
ん
か

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
22

年
成
人
式
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
企
画
・
運
営
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
方
は
、
教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
実
行
委
員
の
対
象
者

平
成
元

年
4
月
2
日
〜
平
成
2
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
親
子

が
遊
べ
る
場
所
、
情
報
交
換
の
場

所
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

8
月
12
日（
水
）・
26
日

（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
午
前
11
時
〜
正

午
）」を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

障
害
者
の
社
会
見
学
バ
ス

参
加
者
募
集

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次

の
と
お
り
障
害
者
の
社
会
見
学
バ

ス
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時

9
月
12
日（
土
）午
前
8

時
30
分
集
合
出
発

●
集
合
場
所

旧
役
場
跡
地

●
行
き
先

横
浜
開
国
博

●
対
象
者

市
内
に
住
む
18
歳
以

上
で
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
所
持
者
と
そ
の
介
助
者

お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
参
加
費

1
人
1
5
0
0
円

●
募
集
人
員

75
名（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
募
集
期
間

8
月
10
日（
月
）

〜
28
日（
金
）
土
・
日
曜
日
は

除
く

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社

会
福
祉
協
議
会（
蕁
63
―

0
0
0

2
）

は
ど
り
ー
む
宝（
福
島
）ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日

毎
月
第
3
木
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
４
時
ま

で（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

●
相
談
場
所

市
役
所
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5
）、

ど
り
ー
む
宝
福
島（
蕁
0
8
0
│

5
1
8
8
│

1
8
4
5
）

市
立
保
育
所
保
育
士
登
録
者

を
募
集
し
ま
す

市
で
は
市
立
保
育
所
保
育
士
登

録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
市

立
保
育
所
の
保
育
士
に
欠
員
が
生

じ
た
場
合
等
必
要
に
応
じ
て
、
該

当
す
る
保
育
所
の
保
育
士（
臨
時

職
員
・
非
常
勤
職
員
）と
し
て
採

用
し
ま
す
。

詳
し
く
は
福
祉
課
子
育
て
支
援

担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
資
格

保
育
士
資
格
登
録
者

●
申
込
方
法

履
歴
書
、
保
育
士

証（
保
母
資
格
証
明
書
は
不
可
）

を
持
参
し
て
、
福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

●
受
付
開
始

8
月
3
日（
月
）〜

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

帝
京
科
学
大
学

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
生
命
科

学
科
の
授
業
「
森
林
生
態
学
講
座
」

を
公
開
講
座
と
し
て
開
放
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す

の
で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
講
座
は
「
キ
ャ
ン

パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」
と
の
連

携
講
座
で
す
。

●
日
時
　
9
月
16
日（
水
）午
後
1

時
40
分
〜
4
時
50
分

●
講
座

「
森
林
生
態
学
講
座
」

（
東
北
大
学
大
学
院
生
命
科
学

研
究
科
教
授
中
靜
透
さ
ん
）

●
受
講
料

無
料

●
定
員

30
名

●
場
所

帝
京
科
学
大
学
404
教
室

●
問
い
合
わ
せ

帝
京
科
学
大
学

総
務
課（
蕁
63
―

6
9
1
1
）

障
害
者
出
張
相
談
の

変
更
の
お
知
ら
せ

現
在
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー（
上
野
原
福
祉
作
業
所
内
）で
行

っ
て
い
る
障
害
者
の
出
張
相
談
の

相
談
場
所
を
、
8
月
か
ら
市
役
所

会
議
室
に
変
更
し
、
相
談
に
つ
い

て
も
、
予
約
制
に
変
更
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

相
談
の
あ
る
方
は
、
前
日
ま
で

に
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当
、
ま
た
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応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

消
防
本
部
で
は
、
応
急
手
当
講

習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

8
月
29
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
締
切

8
月
24
日（
月
）

※
再
受
講
の
方
は
申
込
み
の
際
、

以
前
に
受
講
し
た
普
通
救
命
講

習
修
了
証
の
交
付
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お



施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
民
間

事
業
者
の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ

の
活
用
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
で
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

す「
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
」と
し
て

導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

山
梨
に
お
い
て
も
10
月
か
ら
実

施
し
ま
す
が
、
主
な
業
務
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
保
険
料
滞
納
者
に
対
す
る
納
付

督
励
業
務

②
保
険
料
滞
納
者
に
対
す
る
免
除

等
申
請
手
続
き
の
勧
奨
業
務

③
被
保
険
者
の
委
託
に
基
づ
く
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
受
託
業

務

●
日
時

9
月
6
日（
日
）午
前
8

時
30
分
〜
正
午

●
主
会
場

棡
原
地
区（
棡
原
小

学
校
）

●
主
会
場
で
の
主
な
訓
練

○
避
難
状
況
収
集
・
伝
達
訓
練

○
初
期
消
火
訓
練

○
消
火
訓
練

○
救
出
・
救
護
訓
練

○
炊
き
出
し
・
給
水
訓
練

○
避
難
所
設
置
・
運
営
訓
練

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設

置
・
運
営
訓
練

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防

災
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
7
）

三
生
会
病
院
で

盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
ま
す

（
財
）三
生
会
病
院
で
は
、
山
梨

県
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
と
し
て
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
図
る
た

め
盆
踊
り
大
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

●
日
時

8
月
5
日（
水
）午
後
6

時
〜
8
時
30
分（
雨
天
翌
日
順

延
）

●
場
所

三
生
会
病
院
グ
ラ
ウ
ン

ド
●
内
容

盆
踊
り
、
藤
野
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
、模
擬
店（
無
料
）、

花
火
な
ど

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

車
で
の
ご
来
院
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

（
財
）三
生
会
病

院（
蕁
62
―

3
3
5
5
）

第
10
回
秋
山
ふ
る
さ
と
祭
り

を
開
催
し
ま
す

今
年
も
秋
山
ふ
る
さ
と
祭
り
を

盛
大
に
開
催
し
ま
す
。
友
人
・
知

人
を
誘
っ
て
、
自
然
い
っ
ぱ
い
の

秋
山
の
夏
の
夜
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

●
日
時

8
月
15
日（
土
）午
後
4

時
〜
9
時
30
分

●
場
所

秋
山
中
学
校
校
庭
お
よ

び
体
育
館

●
内
容

各
種
露
店（
焼
き
そ
ば

金
魚
す
く
い
な
ど
）、
イ
ベ
ン

ト（
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、
も
の
ま

ね
歌
謡
シ
ョ
ー
、
大
花
火
大
会

な
ど
）、
福
引
き
抽
選
会

●
問
い
合
わ
せ

秋
山
青
年
会
会

長
井
上
弘
一（
蕁
0
8
0
│

1
2

5
2
│

8
7
7
9
）

社
会
保
険
業
務
の

市
場
化
テ
ス
ト
の
実
施

社
会
保
険
庁
で
は
、
現
在
一
部

の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
国

民
年
金
保
険
料
滞
納
者
に
対
す
る

電
話
、
文
書
、
戸
別
訪
問
に
よ
る

納
付
督
励
お
よ
び
保
険
料
の
収
納

業
務
に
つ
い
て
、
民
間
委
託
を
実

総
合
防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

や
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
災
害
時
に
適
切
な
応

急
対
策
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
、

「
平
成
21
年
度
上
野
原
市
総
合
防

災
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
、
午
前
8
時
30
分
に
防

災
無
線
か
ら
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
と

避
難
開
始
の
放
送
を
し
ま
す
。

家
庭
内
で
の
安
全
・
防
災
対
策

の
確
認
と
近
所
の
安
全
確
認
等
を

す
る
と
と
も
に
、
各
地
区
に
お
い

て
実
施
さ
れ
る
訓
練
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。
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区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

13日（要予約　　62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前  10：30 ～ 午後 3：00

毎週木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
11日
午前 10：00 ～ 　　正　午
23日
午前 9：00 ～ 　　正　午

12日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月・火・水・金曜日
午前 8：30 ～ 午後 4：00 63-5700

0120-28-7830

毎週月曜日～金曜日
午前 8：30 ～ 午後 5：00

もみじホール
3階和室

市商工会

織物工業協同組合
　63-3800

税務課カウンター
62-3113

17日

8月の相談日

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当
62-3115午前 8：30 ～ 午後 5：00

・25日  もみじホール
3階会議室7

市役所会議室A
午前 10：00 ～ 　　正　午

ねんきん定期便相談会 市役所会議室A
18日
午前 9：00 ～ 午後 4：00

《
国
民
年
金
推
進
員
に
よ
る

戸
別
訪
問
の
廃
止
》

市
場
化
テ
ス
ト
導
入
に
伴
い
、

国
民
年
金
推
進
員
が
実
施
し
て
い

る
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督
励
お

よ
び
保
険
料
の
収
納
業
務
が
10
月

か
ら
廃
止
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
推
進
員

の
訪
問
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
し

て
い
た
方
は
、
10
月
以
降
口
座
振

替
も
し
く
は
納
付
書
に
よ
る
納
付

に
切
り
替
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
社
会
保
険

事
務
局
運
営
課（
蕁
0
5
5
―

2

3
1
―

8
7
7
9
）



ツ
プ
ラ
ザ
市
民
プ
ー
ル（
蕁
63
―

6
0
7
0
）

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

受
講
案
内

（
社
）山
梨
県
危
険
物
安
全
協
会

で
は
、
平
成
21
年
度
危
険
物
取
扱

者
保
安
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

●
講
習
の
種
別

・
給
油
取
扱
所
講
習

午
前
9
時

30
分
〜
午
後
0
時
30
分（
受
付

午
前
9
時
〜
）

・
そ
の
他
講
習

午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分（
受
付
午
後
1
時

〜
）

●
受
講
申
請
受
付
期
間

8
月
24

講習会場
富士吉田市民会館
（富士吉田市緑ヶ丘2ｰ5ｰ23）
山梨県自治会館
（甲府市蓬沢1ｰ15ｰ35）
笛吹市スコレーセンター
（笛吹市石和町広瀬626ｰ1）
桃源文化会館
（南アルプス市飯野2971）
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講習日

9月15日（火）

9月16日（水）

9月17日（木）

9月18日（金）

定員

150人

200人

150人

300人

全国中学生空手道選手権大会出場

5月31日、昭和町で開催された山梨県中学校空手
道選手権大会において、上野原中学校空手部が団体
組手で優勝し、8月に福岡県北九州市で行われる第
17回全国中学生空手道選手権大会の出場権を獲得し
ました。
《女子団体組手》（写真左から）

脇坂佳美さん、小倉礼比奈さん・守屋ひかりさん

全国中学生レスリング選手権大会

優勝おめでとう！
6
月
13
〜
14
日
、
茨
城
県
で
行
わ
れ
た
第
35
回
全
国
中

学
生
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
で
、
甲
東
地
区
出
身

（
現：

茨
城
県
竹
来
中
学
校
3
年
）の
和
智
健
悟
さ
ん
が
、

全
国
の
強
豪
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
破
り
、
男
子
73
㎏
級
で
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。
和
智
さ
ん
は
、「
最
後
ま
で
あ
き
ら
め

ず
戦
う
こ
と
が
で
き
、
念
願
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
と
て
も

嬉
し
い
」
と
優
勝
の
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

市
民
プ
ー
ル
か
ら
お
知
ら
せ

《
室
内
水
泳
競
技
大
会
開
催
》

市
民
プ
ー
ル
で
は
、
次
の
と
お

り
第
3
回
上
野
原
室
内
水
泳
競
技

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
25
ｍ
の
種

目
も
あ
り
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

●
日
時

8
月
23
日（
日
）午
前
9

時
〜

●
会
場

上
野
原
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ

ザ
市
民
プ
ー
ル

●
参
加
料

1
人
2
種
目
以
内

1
2
0
0
円

●
申
込
締
切

8
月
10
日（
月
）

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
大
会
当
日
、
プ
ー
ル

は
午
前
・
午
後
の
部
が
大
会
専
用

利
用
と
な
り
ま
す
の
で
、
一
般
の

方
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
プ

ー
ル
夜
間
の
部
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
・
サ
ウ
ナ
は
通
常
通
り
ご

利
用
で
き
ま
す
。

《
無
料
開
放
の
お
知
ら
せ
》

8
月
の
毎
週
土
曜
日
、
午
前
の

部（
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時

30
分
）、
午
後
の
部（
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分
）の
プ
ー
ル
を
、

中
学
生
以
下
を
対
象
に
無
料
開
放

し
ま
す
。
利
用
に
は
水
泳
キ
ャ
ッ

プ
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
ス
ポ
ー

▲優勝を喜ぶ和智健悟さん

日（
月
）〜
28
日（
金
）午
前
9
時

〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

●
申
請
受
付
場
所

上
野
原
市
消

防
本
部
、（
社
）山
梨
県
危
険
物

安
全
協
会

●
受
講
手
数
料

4
7
0
0
円

（
山
梨
県
収
入
証
紙
）

※
受
講
申
請
書
は
、
市
消
防
本
部

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
予

防
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

ソ
バ
の
作
付
け
に
奨
励
補
助

金
を
交
付
し
ま
す

市
で
は
、
遊
休
農
地
、
耕
作
放

棄
地
の
解
消
お
よ
び
農
業
振
興
を

図
る
た
め
、
ソ
バ
の
作
付
け
を
奨

励
し
て
い
ま
す
。
作
付
け
し
た
方

に
は
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
採
択
基
準

①
秋
ソ
バ
を
対
象
と
し
ま
す
。

②
他
の
事
業
と
重
複
す
る
場
合
は

対
象
外
と
し
ま
す
。

●
補
助
金
額

1
ア
ー
ル
当
た
り

3
千
円（
上
限
5
万
円
）

●
申
請
方
法

作
付
け
後
、
経
済

課
ま
た
は
秋
山
支
所
・
各
出
張

所
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
請
期
限

8
月
31
日（
月
）ま

で
に
経
済
課
へ
必
着

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
産
業
振

興
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
9
）



訪
問
介
護
員
養
成
研
修

2
級
課
程
受
講
者
募
集

社
会
福
祉
法
人
に
ん
じ
ん
の
会

で
は
、
東
京
都
指
定
の
訪
問
介
護

員
養
成
研
修
2
級
課
程
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

●
期
間
・
場
所
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イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
お
め
で
と
う

8
月
に
行
わ
れ
る
平
成
21
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
、
当

市
か
ら
空
手
道
競
技
2
人
、
柔
道
競
技
1
人
、
体
操
競
技
1
団
体（
6
名
）

の
生
徒
が
、
山
梨
県
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

◆柔道競技

神山舞さん
甲府工業高校

関根凌也さん
日大明誠高校

富田渓介さん
山梨学院大学付属高校

◆空手競技

◆体操競技
①
講
義
・
演
習

8
月
27
日（
木
）

〜
10
月
8
日（
木
）火
・
木
・
土

曜
日
の
全
日
コ
ー
ス

・
や
わ
ら
ぎ
・
に
ん
じ
ん
協
議
会

研
修
セ
ン
タ
ー（
立
川
市
錦
町
）

②
実
習
等

10
月
9
日（
金
）〜
11

月
14
日（
土
）の
内
8
日
間

・
立
川
市
、
国
分
寺
市
、
日
野
市

等
●
定
員

30
名

●
費
用

受
講
料
5
万
円
、
テ
キ

ス
ト
代
6
8
0
0
円

●
申
込
方
法

に
ん
じ
ん
の
会
事

業
所
に
用
意
し
て
あ
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
限

8
月
19
日（
水
）正

午
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人

に
ん
じ
ん
の
会（
蕁
62
―

6
2
2

2
）

労
働
基
準
法
の
一
部
改
正
法

が
施
行
さ
れ
ま
す

長
時
間
労
働
を
抑
制
し
、
労
働

者
の
健
康
確
保
や
、
仕
事
と
生
活

の
調
和
が
と
れ
た
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、「
労
働
基
準
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
平
成
22
年

4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

①
時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
率
の

引
上
げ

■
1
か
月
に
60
時
間
を
超
え
る
時

間
外
労
働
を
行
う
場
合
は
50
％

以
上
へ
引
上
げ

・
法
定
割
増
賃
金
率
が
、
現
行
の

25
％
か
ら
50
％
に
引
上
げ
ら
れ

ま
す
。

※
休
日
労
働（
35
％
）と
深
夜
労
働

（
25
％
）の
割
増
賃
金
率
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

・
た
だ
し
、
中
小
企
業
に
つ
い
て

は
、
当
分
の
間
、
法
定
割
増
賃

金
率
の
引
上
げ
は
猶
予
さ
れ
ま

す
。

■
割
増
賃
金
の
支
払
い
に
代
え
た

有
給
の
休
暇
の
仕
組
み
の
導
入

・
事
業
場
で
労
使
協
定
を
締
結
す

れ
ば
、
1
か
月
に
60
時
間
を
超

え
る
時
間
外
労
働
を
行
っ
た
労

働
者
に
対
し
て
、
改
正
法
に
よ

る
引
上
げ
分
の
割
増
賃
金
の
支

払
い
に
代
え
て
、
有
給
の
休
暇

を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・
労
働
者
が
こ
の
有
給
休
暇
を
取

得
し
た
場
合
で
も
、
現
行
の

25
％
の
割
増
賃
金
の
支
払
い
は

必
要
で
す
。

※
労
働
者
が
実
際
に
有
給
の
休
暇

を
取
得
し
な
か
っ
た
場
合
に
は

50
％
の
割
増
賃
金
の
支
払
い
が

必
要
で
す
。

②
割
増
賃
金
引
上
げ
な
ど
の
努
力

義
務

・
限
度
時
間（
1
か
月
45
時
間
）

を
超
え
る
時
間
外
労
働
を
行
う

場
合
、
特
別
条
項
付
き
の
時
間

外
労
働
協
定
で
、
月
45
時
間
を

超
え
る
時
間
外
労
働
に
対
す
る

割
増
賃
金
率（
25
％
を
超
え
る

率
と
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ

と
）を
定
め
る
こ
と
、
お
よ
び

月
45
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労

働
を
、
で
き
る
限
り
短
く
す
る

よ
う
努
め
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

③
年
次
有
給
休
暇
の
時
間
単
位
で

の
取
得

・
事
業
場
で
労
使
協
定
を
締
結
す

れ
ば
、
1
年
に
5
日
分
を
限
度

と
し
て
時
間
単
位
で
取
得
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
年
次
有
給
休
暇
を
日
単
位
で
取

得
す
る
か
、
時
間
単
位
で
取
得

す
る
か
は
、
労
働
者
が
自
由
に

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.m
hlw.go.jp/topics

/2008/12/tp1216-1.htm
l

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
労
働
局
労

働
基
準
部
監
督
課（
蕁
0
5
5
―

2
2
5
―

2
8
5
3
）

山
梨
県
消
費
生
活
相
談
員
を

委
嘱
し
ま
し
た

県
で
は
、
県
内
87
人
の
方
を
消

費
生
活
相
談
員
と
し
て
委
嘱
し
、

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
の
消
費
生

活
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
市
の

相
談
員
は
、
次
の
3
人
で
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
小
林
京
子（
蕁
62
│

5
2
3
0
）

◎
山
坡
き
よ
み（
蕁
63
│

4
5
3
0
）

◎
膽
吹
恵
子（
蕁
66
│

4
8
8
0
）

上
野
原
高
校
体
操
部（

写
真
右
か
ら
）

松
島
伊
織
さ
ん
、
溝
呂
木
廉
さ
ん

秋
山
博
光
さ
ん
、
和
智
正
宗
さ
ん

石
井
啓
太
さ
ん
、
大
谷
光
洋
さ
ん



働
く
人
の
こ
こ
ろ
の
健
康
づ

く
り
を
応
援
し
ま
す
！

《
出
張
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
講
座
の
ご
案
内
》

健
康
で
活
力
あ
る
職
場
づ
く
り

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
み
な
さ

ん
の
希
望
す
る
場
所
へ
出
向
き
、

精
神
科
医
師
に
よ
る
「
出
張
講
座
」

や
保
健
所
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
「
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

・
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術

・
よ
り
よ
い
睡
眠
を
と
る
に
は

・
ア
ル
コ
ー
ル
と
の
上
手
な
つ
き

あ
い
方
　
等

講
師
派
遣
に
要
す
る
費
用
負
担

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象

従
業
員
50
人
未
満
の
小

規
模
事
業
所
、
商
店
街
や
同
業

者
組
合
等
の
中
小
企
業
組
合

等
●
申
込
期
間

平
成
22
年
2
月
26

日（
金
）ま
で
。

※
受
付
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
―

24
―

9
0
3
5
）

巌
地
区

川
村
く
る
み（
東
文
）、
小
田
中

秀
幸

ひ
で
ゆ
き（

光
）

上
野
原
地
区

大
神
田
か
り
ん（
祐
一
郎
）、
杉
本

歩
望

ふ

み

（
通
）、
小
俣
享
子

き
ょ
う
こ（

忠
行
）、

大
久
保
瑠
乃

る

の
（
典
幸
）、
大
森
愛
子

あ
い
こ

（
浩
透
）、
戸
田
優
花

ゆ
う
か（

昌
之
）、
佐
藤

花
恋

か
れ
ん（

弘
文
）、
渋
谷
寿
誇

じ
ゅ
か（

寿
宏
）、

長
田
陽
菜

ひ
な
の（

弘
行
）

棡
原
地
区

佐
渡
星
斗

る
い
と（

忠
行
）

秋
山
地
区

佐
藤
瑠
奈

る

な

（
了
平
）、
関
戸
竜
唯

る

い

（
一
宏
）

大
目
地
区

小
俣
億
学
＝
有
路
静
香

巌
地
区

清
水
彰
英
＝
山
田
美
穂

上
野
原
地
区

望
月
陽
平
＝
上
田
貴
恵

婚

姻

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
6
月
中
届
出
分
＝
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富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

食
中
毒
予
防
の
三
原
則

夏
季
は
食
中
毒
の
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
が
、
毎
日
ち
ょ
っ
と
し

た
心
が
け
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。『
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
』

を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
菌
を
付
け
な
い

・
調
理
前
、
肉
や
魚
を
さ
わ
っ
た

あ
と
、
盛
り
付
け
時
な
ど
必
ず

石
け
ん
で
手
を
洗
う
。

・
包
丁
と
ま
な
板
は
肉
用
、
魚
用
、

野
菜
用
な
ど
使
い
分
け
る
。

・
冷
蔵
庫
内
で
は
食
品
同
士
の
接

触
を
さ
け
る
。

②
菌
を
増
や
さ
な
い

・
生
も
の
や
冷
凍
食
品
は
、
な
る

べ
く
早
く
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
。

・
食
品
の
冷
却
、
解
凍
は
素
早
く

行
い
、
調
理
後
の
食
品
は
、
早

め
に
食
べ
る
。

③
菌
を
や
っ
つ
け
る

・
加
熱
す
る
食
品
は
中
心
ま
で
十

分
加
熱
す
る
。

・
食
器
、
調
理
器
具
は
熱
湯
や
漂

白
剤
で
消
毒
す
る（
破
損
や
錆

に
注
意
）。

●
問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課（
蕁
0

5
5
5
―

24
―

9
0
3
3
）

伝
　
　
言
　
　
板

秋山地区 原田 美羽
み う

ちゃん（1歳6か月）
竜二さんゆかりさんの長女

“すくすく元気に育ってね！”
上野原地区 落合 絆聖

ばんしょう

くん（2歳0か月）
勇貴さん瑠美さんの長男

“今年の夏は海に行って、
いっぱいお魚見つけようネ☆☆”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



大
目
地
区

岡
部
　
ま（
襄
）、
小
澤
　
　
じ

（
弘
昭
）

甲
東
地
区

和
智
伊
勢
子（
茂
）、
白
倉
高
枝

（
賢
一
）

巌
地
区

久
島
ス
エ
子（
努
）、
安
藤
シ
ゲ
子

（
浩
）

島
田
地
区

金
丸
宗
哲（
イ
ツ
子
）、
網
野
松
江

（
貴
清
）

上
野
原
地
区

溝
呂
木
睦
子（
弘
）、
五
下
和
博

（
雅
彰
）、
飯
島
喜
代
子（
禎
）

棡
原
地
区

土
屋
千
典（
千
恵
子
）

西
原
地
区

奈
良
君
江（
和
雄
）、
中
山
義
秀

（
正
子
）

秋
山
地
区

加
藤
行
信（
信
博
）

『
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
く
ん

あ
・
そ
・
ぼ
！
』
ほ
か

◎
日
時
　
8
月
15
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

『
大
根
の
葉
』

壺
井
栄
／
作
　
ほ
か

◎
日
時
　
8
月
23
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

／
絵
　
岩
崎
書
店

◆
『
も
う
い
い
よ
う
』

あ
ま
ん
き
み
こ
／
作
　
か
わ
か

み
た
か
こ
／
絵
　
ポ
プ
ラ
社

◆
『
世
界
の
橋
大
研
究
』

三
浦
基
弘
／
監
修
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研

究
所

絵

本

○
『
ヒ
ロ
シ
マ
の
い
の
ち
の
水
』

野
村
た
か
あ
き
／
絵
　
指
田

和
／
文
　
文
研
出
版

○
『
ブ
ー
の
み
る
ゆ
め
』

い
も
と
よ
う
こ
／
絵
　
宮
川
ひ

ろ
／
作
　
ひ
か
り
の
く
に

○
『
ね
ず
み
く
ん
と

い
っ
し
ょ
は
は
は
は
』

上
野
紀
子
／
絵
　
な
か
え
よ
し

を
／
構
成
　
ポ
プ
ラ
社

○
『
な
い
し
ょ
の
お
と
も
だ
ち
』

バ
ー
バ
ラ
・
マ
ク
リ
ン
ト
ッ

ク
／
絵
　
ビ
バ
リ
ー
・
ド
ノ
フ

リ
オ
／
文
　
ほ
る
ぷ
出
版

○
『
お
と
う
さ
ん
の
ち
ず
』

ユ
リ
・
シ
ュ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
／
作

さ
く
ま
ゆ
み
こ
／
訳
　
あ
す
な

ろ
書
房

『
ス
プ
ー
ン
お
ば
さ
ん
』

◎
日
時
　
8
月
8
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時

午
後
2
時
〜
3
時

15 広報うえのはら　平成21年8月号　　　　　

上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

88
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

2 3 4 5 6 7

23

8
9 10 11 12 13 14 15

1816 17 19 20 21 22

1

24 25 26 27 28 29
30 31

一

般

書

◇
『
碧
空
の
果
て
に
』

濱
野
京
子
／
著
　
角
川
書
店

並
み
は
ず
れ
た
大
力
の
持
ち

主
、
17
歳
の
メ
イ
リ
ン
姫
は
、

自
由
を
求
め
て
国
を
飛
び
出

す
。

◇
『
夢
見
る
水
の
王
国
　
上
・
下
』

寮
美
千
子
／
著
　
角
川
書
店

渚
に
漂
着
し
た
木
馬
と
壊
れ

た
角
を
見
つ
け
た
少
女
マ
ミ
コ

は
、
気
が
つ
く
と
時
の
止
ま
っ

た
海
岸
に
い
た
。
マ
ミ
コ
の
黒

い
影
の
分
身
、
悪
魔
の
子
マ
コ

を
名
乗
る
。
二
人
の
少
女
を
描

い
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

◇
『
誘
惑
』

北
原
亞
以
子
／
著
　
新
潮
社

京
都
室
町
の
娘
お
さ
ん
は
、

大
経
寺
の
浜
岡
権
之
助
に
見
初

め
ら
れ
、
嫁
入
り
し
た
が
、
お

さ
ん
に
は
想
う
人
が
い
た
。
一

死

亡

方
、
権
之
助
は
家
の
存
続
と
拡

大
を
画
策
し
て
い
て
…
。

◇
『
武
士
猿
』

今
野
敏
／
著
　
集
英
社

廃
藩
置
県
後
の
沖
縄
。
琉
球

王
族
の
三
男
坊
・
本
部
朝
基
は

兄
に
勝
つ
た
め
、
琉
球
伝
統
の

「
手
」
の
修
行
を
始
め
る
。

◇
『
煉
獄
の
使
徒
　
上
・
下
』

馳
星
周
／
著
　
新
潮
社

悪
徳
刑
事
に
は
、
権
力
に
群

が
る
蟻
ど
も
を
冷
静
沈
着
に
操

る
ス
キ
ル
が
あ
っ
た
。

◇
『
ラ
ス
ト
サ
マ
ー
』

ア
ン
・
ブ
ラ
ッ
シ
ェ
ア
ー
ズ
／

著
　
雨
海
弘
美
／
訳
　
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
ブ
ッ
ク
ス

ア
リ
ス
は
昔
と
同
じ
よ
う
に

桟
橋
で
ポ
ー
ル
を
待
っ
て
い

た
。
姉
ラ
イ
リ
ー
と
隣
家
の
少

年
ポ
ー
ル
に
憧
れ
…
。
大
人
で

も
子
ど
も
で
も
な
い
、
最
後
の

夏
の
物
語
。

児

童

書

◆
『
き
つ
ね
の
フ
ォ
ス
と

う
さ
ぎ
の
ハ
ー
ス
』

シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
ヴ
ァ
ン
デ
ン
・

ヘ
ー
デ
／
作
　
野
坂
悦
子
／
訳

岩
波
書
店

◆
『
桜
桃
の
み
の
る
こ
ろ
』

今
江
祥
智
／
作
　
宇
野
亜
喜

良
／
絵
　
Ｂ
Ｌ
出
版

◆
『
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
セ
ブ
ン
ス
』

如
月
か
ず
さ
／
作
　
佐
竹
美
保

☆
お
は
な
し
会
☆

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

　
　
　
　
　
朗
読
館
☆

☆
子
ど
も
映
画
会
☆
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7月4日、第12回七夕ナイトバザールが行われまし
た。国道20号線沿いの商店街には、商工会や各地区
のイベント会場で福引き抽選会や、焼きそばやかき氷
などの屋台が出され、土曜日の夕方ともあって多くの
子どもや家族連れで賑わいました。

島田保育所で夏祭り

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

7月4日、島田保育所で夏祭りが行われました。夏祭りを楽しみにして
いた園児の願いが天に届いたのか、前日に降っていた雨も上がり、園児は
お父さんお母さん、おじいちゃんおばあちゃんと一緒に、色とりどりの浴
衣すがたでやって来ました。
園児は、庭に出された輪投げ・的当て・金魚すくい・かき氷などいろ

いろなお店を巡ったり、カラオケ大会やビンゴゲームなどをしたりして、
真夏の太陽のような明るい笑顔で夏祭りを楽しんでいました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●27,186人 （－ 3）
男 ●13,562人 （－ 3）
女 ●13,624人 （± 0）
世帯●10,005世帯（＋ 2）
平成21年7月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●七夕ナイトバザール
6月12・24日、大鶴小・四方津小で福祉講話会が

行われました。講師の須藤はるかさん（帝京科学大学
3年生）は、自身が聴覚障害のハンディを抱えながら
大学で学び・活動している様子等を児童に話したり、
児童に手話を教えたりしました。

●市内小学校で福祉講話会

6月28日、全国訪問「おはなし隊」が、楽しいお
はなしを載せたキャラバンカーとともに市立図書館に
やって来ました。この「おはなし隊」は講談社が行っ
ている読書推進事業で、子どもたちに絵本の読み聞か
せや紙芝居などを行いました。

●全国訪問「おはなし隊」
上野原市の夏の風物詩、月見ヶ池弁財天祭り（江の

島神社祭典）が7月18日に行われ、涼を求めて繰り出
した多くの市民で賑わいました。祭りでは灯籠流しや
納涼花火大会などが行われ、幻想的な明かりが月見ヶ
池の水面を照らしていました。

●月見ヶ池弁財天祭り
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・
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